
も
う
す
ぐ
冬
至
で
す
。
日
本
で
は
こ
の

日
は

柚
子
湯
、
五
月
の
節
句
で
は

菖

蒲
湯

と
い
う
よ
う
に
、
入
浴
で
健
康
を

祈
願
す
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
は
、
何
気
な
く
入
っ
て
い
る
お

風
呂
。

私
は
、
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
！

と

い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
は
せ
め
て
暑
い
季
節
だ
け
に
・
・
・

何
故
な
ら
、
浴
槽
に
ゆ
っ
た
り
浸
る
日
本

古
来
の
風
習
は
、
心
身
の
両
面
に
お
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
効
果
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

毎
日
の
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
欲
し
い

入
浴
法
と
そ
の
効
果
。

試
し
て
み
る
価
値
は
き
っ
と
あ
る
と
思
い

ま
す
。

で
は
、
入
浴
の
三
大
効
果
と
言
わ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

入
浴
温
度
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

位
で
一
番
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
温
度

が
各
人
の
適
温
と
い
え
ま
す
。

高
温
浴
の
効
果

の
高
温
浴
は
血
行
を
よ
く
し

第

回

て
新
陳
代
謝
を
高
め
、
全
身
の
筋
肉
の

疲
れ
を
取
り
除
い
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
交
感
神
経
を
刺
激
し
心
身
の

緊
張
を
高
め
る
の
で
目
覚
ま
し
代
わ
り

の

朝
シ
ャ
ン

に
は
も
っ
て
こ
い
で

す
。
た
だ
し
、
長
湯
は
禁
物
で
す
。

温
浴
効
果

の
一
般
的
な
入
浴
の
温
度

は
血
液
の
循
環
を
良
く
し
て
、
心
身
の

疲
れ
を
と
る
の
に
最
適
な
温
度
と
い
え

ま
す
。
こ
の
温
度
の
浴
槽
に
ゆ
っ
く
り

と
入
る
こ
と
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気

分
を
味
わ
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
、

入
浴
剤
や
オ
イ
ル
を
入
れ
れ
ば
、
さ
ら

に
ア
ロ
マ
効
果
も
ア
ッ
プ
！

看
護
婦

田
村

恵
美

微
温
浴
の
効
果の

微
温
浴
は
、
筋
肉
を
弛

緩
さ
せ
体
の
緊
張
を
和
ら
げ
て
く
れ
る

の
で
、
精
神
的
に
も
安
ら
ぎ
ま
す
。
夜

の
微
温
浴
は
、
あ
な
た
を
心
地
よ
い
眠

り
に
誘
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
心
臓
・
血
管
系
の
病
気
の
方

に
は
血
圧
の
変
動
が
少
な
い
、
こ
の
温

度
が
お
薦
め
で
す
。

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
水
に
は

圧
力
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
浴
槽
の

中
で
は
、
こ
の
水
圧
に
よ
っ
て
腹
部
や
横

隔
膜
が
押
し
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
肺
の
容
量
が
少
な
く
な
り
、
呼
吸

数
が
増
加
し
ま
す
。

ま
た
、
静
脈
の
血
管
に
も
圧
力
が
加
わ

る
の
で
、
血
流
量
が
増
加
し
て
血
行
が
よ

く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
全
身
と
く
に
足
の
疲
れ
や
、

む
く
み
を
取
る
の
に
効
果
的
で
す
。

浴
槽
の
中
に
入
る
と
、
体
の
体
積
と
同

量
の
浮
力
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

体
重
は
な
ん
と
空
気
中
の
１

９
に
ま
で

軽
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
体
を
楽
に

視力検査について

本学では、学校保健法に基づき４

月初旬の学生定期健康診断に視力検

査を実施します。検査は、定期健康

診断日程以外一切実施しません。

メガネやコンタクトレンズを使用

している学生は、着装し検査を受け

ますが、当日忘れたり矯正不足の学

生が見受けられます。

特に、就職活動、奨学金等で健康

診断証明書を必要とする学生は、視

力の訂正には応じられませんので、

最近ものが見えにくい等気になる症

状がある学生は、学生定期健康診断

までに眼科で予め検査を受けてくだ

さい。

視力検査について検査につ



読
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
花
粉
症
で
苦

し
ん
で
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
私

も
花
粉
症
歴
二
十
二
年
で
、
も
う
そ
ろ

そ
ろ
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
花
粉
症
が
代
表
的
な
ア
レ
ル

ギ
ー
性
疾
患
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
ア
レ
ル

ギ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
。

ア
レ
ル
ギ
ー
が
発
症
す
る
に
は
、
ヒ
ト

が
病
因
的
抗
原
に
暴
露
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
病
因
的
抗
原
に
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
花
粉
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
の
よ

う
な
吸
入
性
抗
原
は
気
道
を
通
じ
て
呼
吸

と
と
も
に
体
内
に
侵
入
し
ま
す
し
、
卵
・

牛
乳
・
大
豆
の
よ
う
な
食
事
性
抗
原
は
消

化
管
を
通
じ
て
侵
入
し
ま
す
。

ま
た
、
薬
物
抗
原
の
よ
う
に
経
口
や
注

射
に
よ
っ
て
体
内
に
入
っ
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
金
属
の
よ
う
な
接
触
性
抗

原
で
は
皮
膚
を
介
し
て
侵
入
し
て
き
ま
す
。

そ
れ
ら
の
抗
原
に
暴
露
さ
れ
る
と
、
ヒ

ト
は
抗
体
を
産
生
し
ま
す
。
抗
体
が
産
生

さ
れ
た
と
こ
ろ
へ
再
び
抗
原
が
侵
入
す
る

と
、
い
わ
ゆ
る
抗
原
抗
体
反
応
が
起
こ
り
、

そ
の
結
果
、
細
胞
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
な
ど

の
化
学
伝
達
物
質
が
遊
離
さ
れ
ま
す
。

化
学
伝
達
物
質
は
平
滑
筋
を
攣
縮
さ
せ

た
り
、
毛
細
血
管
の
透
過
性
を
亢
進
さ
せ

た
り
、
粘
膜
腺
の
機
能
を
亢
進
さ
せ
た
り
、

血
管
を
拡
張
さ
せ
た
り
し
て
、
組
織
を
障

害
し
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
発
現
さ
せ
る
わ

け
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
は

型
の
４
つ
の
タ

イ
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
気
管
支

喘
息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
花
粉
症
な

ど
の
代
表
的
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は

型
ア

レ
ル
ギ
ー
に
属
し
ま
す
。

型
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
は

抗

体
が
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
遺
伝
的
素
因
が
あ
り
、
正
常
人
で
は

抗
体
を
産
生
し
な
い
よ
う
な
程
度

の
ご
く
少
量
の
抗
原
の
暴
露
で
も

抗
体
を
産
生
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ

の
素
因
の
こ
と
を
ア
ト
ピ
ー
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
全
人
口
の
約

％
に
存

在
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
素
因
は
単
一
の
遺
伝
子
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
遺
伝
子

に
支
配
さ
れ
て
遺
伝
す
る
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ア
ト
ピ
ー

素
因
を
持
っ
て
い
る
人
が
全
て
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
を
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

環
境
因
子
が
発
症
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
す
。

治
療
に
関
し
て
で
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー

性
疾
患
を
根
本
的
に
治
療
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
ほ
と
ん
ど
が
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
や

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
投
与
に
よ
る
対
症
療
法

に
頼
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
う
ま
く
行
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、

よ
り
有
効
な
治
療
法
の
開
発
が
強
く
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

看
護
婦

平
部
美
喜
子

動
か
す
こ
と
が
で
き
、
だ
る
さ
も
感
じ
に

く
く
な
る
の
で
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効

果
は
バ
ツ
グ
ン
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
関
節
痛
が
あ
る
と
き

や
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
が
よ

い
と
さ
れ
て
い
る
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

入
浴
は
、
体
を
清
潔
に
す
る
た
め
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温
度
や
入
り

方
し
だ
い
で
、
よ
り
健
康
的
な
生
活
へ
と

導
い
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

さ
あ
、
今
日
か
ら
あ
な
た
も
健
康
入
浴
、

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。



年度定期健康診断について
１．定期健康診断について

定期健康診断は、学校保健法に基づき年一度キャンパス別に次頁の
日程で実施します。
在学生全員が、該当する健康診断日時に以下の事項を注意のうえ、
必ず受診してください。

（１）定期健康診断は、この期間以外一切行いません。
（２）定期健康診断を受けないと、

授業等で必要な臨時健康診断は、受診できません。
就職・奨学金・留学・スポーツ大会・アルバイト等に必要な 健康

診断証明書 の発行はできません。外部医療機関での健康診断は、高
額負担になります。

（３）結果については、 二次検査が必要な方 のみ通知します。

２．受診上の注意事項

（１） ボールペン・鉛筆 を持参してください。
（２）貴重品は、持参しないでください。衣類等は、袋を持参し自己の責

任で管理してください。
（３）メガネ・コンタクトレンズを使用している方は必ず装着し、検査を
受けてください。
視力は、 以上に矯正しておいてください。

（４）ネックレスや金具のついた下着は、レントゲン診断の障害になるの
で着用しないでください。無地の シャツの着用を勧めます。

３．就職用健康診断証明書の申込について

就職活動等で健康診断証明書を必要とする４年生以上の方は、当日
の健康診断終了後に申込みを受け付けます。受付場所は、会場出口に
掲示します。
なお、切手 円分（会場でも販売）郵送料および証明書１通につき
円の本学手数料証紙（ 通分は、 円証紙）を用意してください。

４．健康診断証明書の発行について

定期健康診断受診者を対象に発行します。発行は、準備の都合上５
月初旬になります。

保健センター 多摩キャンパス
後楽園キャンパス

以上

年度定期健康診断について



年
４

年
３
年

３
上
以

年
４

０
１子子

上
以

年
４

上
以

女
・

子
男

女
・

子
男

８
１ 年

２

年
３
年

３
上
以

年
４

総院

上
以

）
全

・

）
全

・

学
大

ス
パ

年
２

子
男

）
合

・
済

経
・

子
女

０
０

０

子
男

院
学

０
４

０
８
１

年
上

以
年年年

上
以

７
１

３
）

全

上
以

４
）
融

金

２
）
全

部
二

４
）
全

７
１

院
学

大

０

）
夜

法

０
０

済
経

）
全

商
）
全

５
１

）
全

年

０
０
４

済
経

３
）

全

法
）
全

文
）
全

商

）
全

文
）
全

）年年年

１
）

全
年

）
全

２
）

全

年
１

計
会
・

営

２
）

全
３

）
全

文

院
学
大

）
全

院
学
大

子
男

子
女

履
等

目
科

年
１ 院

学
・）

全

部
二

０子

年
３
年
２

）
夜 ７

１
子
男

大

７
１

子
女

０ 年
４

科
学
全

０

生
修

修
履

等
目
科

院
学

大
工
理

キ
谷

ヶ
市

年
３

科
学
全

生 ン
ャ

５
１

女
院
学

法

上

０

大
・）

昼

０
４

以
年
４

程
日

室
号
２

０

断
診

康

３
８

館

年
２

）

年
３

済

）
全

子
男

全

済
経

上
以

４
１

０

年１

４

文 商

政
・

総

０

ス
ー

コ
ス

政
・

総

ク
ッ
レ

フ

）
企
国

・

４
１

３
１

５

学
入
編

・
経

産
・

済

律
法

済

文

生
学

入
士

経

商
政
・

総

１１

上

商
年年

文
年

１
）

経
金

・
）

治
政

・

以
年
４

生

）
融

）
全

企
国

・
気
電

・

・
化
応

・

易
貿 ３

報
密
精

・
理

気
電

・
学

年

室 情
科
学

全

４
１

０

部
一

１

科
学

全
上

以
年報
４

大
工

理

科
学

全
科
学

全
・

工
経

号
１

０
４ ０

４
１

６
館 ３
１

５

度
年

多

健
期

定
生

学

号
８

舎
校

摩

・
営

経

部
一

商

済
経

）
全

・）
昼

３

年年１

３４

以
年

４

計
会

法
上
以

０
２

上
以

年
４

）
易

貿
・

法
上

３

経

０
０

）
治

政
商法

１

）
全

政
・

経
国

の
そ

・
生

生
修

履
等

）
全

法文

究
研
目

科
・

総
済

経
経

年
年

１
）

年年

１２

商 学
・

生
科

選
他・
１経

公

）
全

・

・
木

土
・

法法

）
律

法

数

理
物

・
工

経
・

・
木

土
理

物
学

舎
校

部
学

号
６

院

３

子
男

１

以
年

４
工

経
・

密
精

０
２ 年

２
年

３
報化

情応

数
上

情物

工
理

３

学
大

０
０

１・
）

昼

策
政

合
・
商

・
済

総
・
文

）
部
学

文 文

全

０

））２

子
女

上上上

全

０
１

）

年
３

）

年
２
年

３

０
４

０
１

ス
ー

コ
ス

年
２

商 商
全

文

上

０
０

ク
ッ

レ
フ

・

全 ・
生

科
選

学
入

士
学

文

キ
谷
ヶ

他
年

１

市
・

部
学

１
・

生）

年
１

年
２

））

究
研

生
学

入
編
年

ン
ャ

他
の

そ
・

生

）
院
学

大
ス

パ

法

済
経

全

土

学
大

工
理

１
密

精

上

全

２

年
１

年
１化

応

精
・

木

部
一

０
０

１ 気
電

・
密

年
１

院年

０
４

０
１

年
２化

応
・

０
０

ャ
キ

摩
多

所
場

．
１

合
集

ス
パ

ン
経

・
法

）日４
商総

）
法経

日
３

月
４

総
月
４

火

部
一

水

済９

）
昼

０
４

０
１

済

年
３

）
全

以
年

４
）

全

・
年

３
）

全
以

年
４

）
全

政 政
・

以
年

４
）

全

年
２

）
全

以
年

４
）

全

付

経法
）日２

間
時受 月

４

日
月

科
）

文商
日

９月

キ
園

楽
後

月
４
月

．
２

済 ・・

年
２

）
全

政
以

年
４

）
全

政
年

１
）

全

年
３

）
全

年
１

）
全

史
年

１
）

全
哲
社

等
目

）
教

ン
ャ

の
そ

・
生

修
履

ス
パ

工
理

法
）日６

総文
）日５

経

月
４

総
月
４

木 金

数
）日

月
４

数電
）日

月
４

火

９

水

０
４

０
１

学気

・
木

土
・

理
物

・
学

所
場

年
２

報
情

・
工

経
・

間
時付

合
集

受 日
月


